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甲府・ 山日YBSホ ールで 3日 に開かれた第38回野口賞贈呈式。受賞者は

これまでの歩みや受賞の喜び、今後の目標を語った。要旨は次の通り。

島袋善弘さん史料に導かれ歴史検証
受 賞 に大 変 び っ く り して い る。 き

っか け とな った著 作 は、 山梨 の郷 土

史 研 究 か ら 日本 の近 代 を見 直 して み

よ う と執 筆 した。 研 究 の端 緒 は約 40

年 前 、 山梨 県 立 女 子 短 大 (現山梨 県

立 大 )に 着 任 し、 県 議 会 史 や 県 史 の

編纂 に携 わ った ことだ つた。県 の農

地改革 につ いて調 査 す る中で、小作

争議 の状 況や背景 を検証 した。 山梨

に来 た こと、 良い史料 に巡 り合 えた

こと、偶然 の積 み重 ねが受賞 に結 び

付 いた と考 えてい る。

回

舅撃婁層曇 さらなる高みを目指す
高 校 3年間 で な ん と して も全 国 制

覇 を成 し遂 げ 、 大 学 に進 学 した い と

い う思 いが あ つた。 そ の 目標 をチ ー

ム全 員 が 持 って 日頃 の練 習 、 寮 生 活

に取 り組 ん だ 。 学 校 の支 援 、 両 親 の

支 え、 地 域 の方 の声 援 が 力 に な り、

持 ってい る以上 の力 を本番 の舞合 で

発揮 す る ことが で きた と思 う。今 は

山梨学 院大 へ進学 し、 陸上 を続 けて

い る。優勝 とい う結果 にお ごる こと

な く、 さ らな る高 み を 目指 して努 力

してい きた い。 (西山令前主将 )

保坂紀夫さん山梨の竹林 感性に影響
竹のアー トを始めた当初は、美術

界ではマイナーな存在で苦労 もあ っ

た。だか らこそク リエーテ ィプであ

ると考 え、一筋にや ってきた。活動

を 目に留めて評価 して くれた ことが

うれ しい。生 まれ育 った山梨 には竹

林 が身近 にた くさんあ り、 その環境

が美術 に進 む感性 に良 い影響 を与 え

て くれ た と思 う。竹 とい う素 材 は、

修練を積んで感性を磨けば、必ず能

力を発揮 して くれる。応援 して くれ

る人たちに報いるよう頑張 りたい。オぶ
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